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あ と が き  

 

 “暑さ寒さも彼岸まで”のことわざどおり、すっかり秋らしく

なった。今年の夏は天候不順で、日照不足の影響で、岡山の桃を

はじめ、農作物の出来が今一歩であったようだ。農家の皆さんが

丹誠を込めて作ったものが、納得の行かない結果となり、販売額

が減少したことに加えて、生産にこだわりを持っている農家には

ショックであったこととだと想像する。消費者の方が美味しいか

らと笑顔で買ってもらえるのが嬉しい、生き甲斐を感じると農家

の方が言われていた。食べる方も生産される苦労に感謝して頂き

たい。 
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